
令和８年度沖縄県「文字・活字文化の日」記念事業 実施要項 

 

1. 趣   旨 

活字その他の文字を用いて表現されたものを読み、及び書くことを中心として行われる

活動の推進に資するため、県民の間に広く読書活動についての関心と理解を深める。     

 

2. 主 催 沖縄県教育委員会  

 

3. 会 場 沖縄県立図書館  ３階ホール   

 

4. 日 時 令和８年 11 月３日（火）10：30～12：00（開場 10：00～）     

 

5. 参 加 費 無料（QR コードより申込） 

 

6. 内 容  
 

〇 テーマ：『美文字と遊び文字で自分の名前を書いてみよう！』  

〇 講  師： 書道家・結
ゆい

書
しょ

家とし（新里利浩）氏  

〇 内  容： 講演・体験講座  

 

 

 

 

 

〇 定  員： 30 名（予定）  

〇 対  象： どなたでも（要予約）  

 

7. そ の 他 

(１) 体験講座に必要なものはこちらで準備します。  

(２) 図書館専用の無料駐車場はございません。  

なるべく公共交通機関を利用してお越しください。  

 

 

                                 （申込フォーム）  

 

 

文字・活字文化の日（10 月 27 日） 
 
沖縄県では、文字活字文化の日を 10 月 27 日に設定し、毎年この日から 11 月 9 日までの期間を  

「秋の読書週間」として、読書の重要性や楽しさを広めるための様々なイベントを開催しています。   

この日は、文字・活字文化振興法に基づいて制定され、文字・活字文化の振興に関する施策を図る  

ための記念日です。  

 

名前を書くことは日常に欠かせない文字のひとつ。長年、書の教室をする中で、 

自分の名前を書くことに抵抗があると感じている方がとても多いです。大切な名

前を好きになれるよう、自分が書く文字を綺麗な文字と親しみやすい遊び文字に

変えて、名前も文字も好きになれる時間を提供します。  

 



 

 

【講師紹介】 

 

新里 利浩（しんざと としひろ）  

 

・西原町出身 ５０歳 

・書道家 結書家  書道歴 ４３年 

  ・公益財団法人日本習字 五段教授資格 取得 

  ・雅号 『観洋（かんよう）』  

・高等・中等学校 教諭 １種免許（国語） 取得 

 

7 歳から書道を始め、師匠・恵豊（けいほう）に師事。  

別府大学・書道コースへ進学するも、実力差に挫折。一度は書の道を離れる。 

卒業後、アメリカへ渡り、海外の学生たちに習字を教えた経験をきっかけに、再び筆の道へ。 

帰国後はフリー書家、高校教師を経て、2006 年、書道家として独立。 

以来 20 年、県内外をはじめ海外へも活動の場を広げ、書を通して人と人とのご縁を結ぶ「結書

（ゆいしょ）」を展開。  

「書くこと」を通して、自分自身と向き合い、自分らしさを見つける時間を届けている。  

 

 

～ 書作品略歴 ～ 
 

2018 年 北谷長老 170 周年記念ボトル 酒ラベル 揮毫 

2019 年 ハワイ アラモアナセンターホールにて大筆パフォーマンス披露  

2020 年 沖縄県内初 中城城址 『御城印』 最優秀筆耕賞 受賞 

2021 年 ２４時間テレビ 愛は地球を救う ＯＴＶ沖縄テレビ 大筆パフォーマンス 出演 

2022 年 歌人・画家 木村浩子氏 絵画短歌展示会 長野県にて ５５首の短歌を揮毫 

2023 年 重要無形文化財 『組踊』（総合認定）保持者 大湾三瑠氏 独演会 チラシ揮毫 

2024 年 １０月 オーストラリア ハングルフにて大筆パフォーマンスを揮毫  

2025 年 ５月 オーストラリア アデレードにてジャパンフェスティバル   

沖縄部門 大筆パフォーマンス 参加 

 

●県外教室（東京・大阪・福岡・北九州・広島）  ７教室    

●県内教室（中城・浦添・南風原・嘉手納・桜坂劇場那覇）  ９教室  

●全国受講生：151 人 総受講生：４000 人以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


